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~l 章では，既知!の9 メトキシカルボニルー4， 4 ， 10- ト 1) メチル-ð，(6)ー かオクタロンから山発して，
S、- 2'反応や1.4-付加反応を駆使して， 6，7fv_のす体配置を満足するエキソメチレンエポキシド体へ導
いたのジアリルリチウム銅試薬との反応は炭素 2重結合の移動とエポキシドの開裂をともなったふ 2・
却で進行し， B環上のすべての官能基とその立体化学を満足する中間体を生成した。最後に，側鎖の修飾
と6位のエステル化を行い.目的物の全合成を達成した。第2章では，二つの経路を用いて鎖状立体制御
-l65-
を試みている。一つは，ラクタシスチンに必要な炭素骨格をまず整え，次いでケトン基にアミノカルボキ
シル基を導入する経路であるO その結果.炭素骨格が構築できたものの，引き続く官能基変換に困難をき
たした。もう一つは，まず4級炭素置換型アミン骨絡を構築し次いで炭素骨絡を整える経路であるG 本
経路では.まずα，a' 杭に駿素官能基をもっセラミ休の鎖状ケトンを合成し，次いで不肖転写型ストレ
ッカ一合成を用いてアミノカルボキシル基の導入を試みた。その結巣，既報の全合成中間体と等価で・ある
(2S， 3R， 5S)一アミノニトリル体が高立体選択的に合成できた。また，反応過程を詳細に調べることに
より，生成物の2連続ィ、斉中心の立体化学が速度論支配で制御されることも明らかにした。
以上のように本論文は.立体制御法の開発に某づき，海ff.性ジテルペンの全合成ならびに含窒素4級炭
素部位を含むラクタシスチン合成中間体の高立体選択的合成に成功し反応における立体過程も明らかに
した。よって，博土(理学)の学{立を授与するものと審査した。
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